
令和３年度地域公共交通確保維持改善事業 

に関する事業評価について 

１ 事業評価の概要 

  協議会は、生活交通確保維持改善計画（※１）に位置付けられた補助対象事

業（※２）について、実施状況の確認と目標達成状況等の評価を行ったうえで、

その結果を地方運輸局長に報告することとなっている。

   ※１ 津市地域内フィーダー系統確保維持計画

   ※２ 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金の補助対象事業

（津市コミュニティバス）

２ 事業評価の目的 

 補助対象事業がより効果的、効率的に推進されること

 地域全体のネットワークを踏まえた評価及び見直しがなされること

３ 評価の項目 

 前回の事業評価結果の反映状況

 事業実施の適切性

 生活交通確保維持改善事業計画における目標・効果の達成状況

 事業の今後の改善点

 ※ については、複数の運行系統を包括して目標を設定している場合は、事業

の性質に応じ、当該複数運行系統を包括的に評価することができる。

４ 計画策定から事業評価までの流れ 

（令和３年度事業） 

R２年６月末   R２年１０月              Ｒ３年９月末  Ｒ４年１月 Ｒ４年２月 

計画認定申請         事業実施期間             自己評価  ２次評価 

            （10/1～9/30）                   （第３者評価）  

【資料４－１】



（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　津市は、平成１８年１月１日に１０市町村の合併により誕生し、面積は７１１．１９ と県内で最も広く、県の中心部に位置している。津市コ
ミュニティバスは一般路線バスのサービスを享受することができない地域において通院、買い物等の日常生活に必要な移動手段を確保す
るとともに、鉄道や一般路線バスと接続することで広域的な移動にも対応する。そのため、地域公共交通確保維持事業により、津市コミュニ
ティバス路線を確保・維持する必要がある。また、津市が持続的に発展し、安心して暮らせるまちであり続けるために、社会情勢の変化に柔
軟かつ的確に対応し、市民の日常生活に必要な移動手段を確保するとともに、機能的かつ効率的な公共交通網を整備していくことを目的と
している。

津市地域公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持計画



地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

令和4年1月7日

協議会名：津市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：津市地域内フィーダー系統確保維持計画

運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

津市
稲葉ルート（R2.10-R3.3）
榊原出張所～三重中央医療センター～
久居総合支所前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
稲葉ふれあい会館ルート（R2.10-R3.3）
稲葉ふれあい会館～三重中央医療セン
ター～久居総合支所前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
榊原ルート（R2.10-R3.3）
八知山～三重中央医療センター～久居
総合支所前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
榊原ルート（R2.10-R3.3）
安子公会所～三重中央医療センター～
久居総合支所前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
桃園ルート（R2.10-R3.3）
木造7区集会所～三重中央医療セン
ター～久居総合支所前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
野村ルート（R2.10-R3.3）
久居総合支所前～三重中央医療セン
ター～久居総合支所前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
久居西循環ルート（R3.4-R3.9）
久居総合支所前～榊原口～久居イン
ターガーデン A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通（株）
久居北・片田・高茶屋ルート（R3.4-R3.9）
久居駅東口～久居インターガーデン～
片田団地 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通（株）
久居南・雲出ルート（R3.4-R3.9）
三重中央医療センター～久居インター
ガーデン、新家～イオンモール津南 A

事業計画どおり適切に
実施された。

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

4,630 4,957 6,082

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて目標値を設定の上、各ルートの評
価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しや利
用者への更なるＰＲなどの必要な取り組
みを検討し、適宜改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。
　再編により新たに乗入れた高茶屋地
区及び雲出地区からコミュニティバスを
利用して行ける商業施設や医療機関ま
での案内を具体的なダイヤとともにチラ
シとして配布する。
　さらに、久居南・雲出ルートが新たに
乗り入れを行った大型商業施設と連携
した利用促進キャンペーンについても検
討する。

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

久居地域
（南部地域）

●目標値の達成状況
　目標値を実績値で達成した。
●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より8％利用
者が減少した。ルート毎に利用傾向が大きく異なったが、こ
れは定常的な利用者のコロナウイルス感染症に対する反応
の違いにより差が生じたものと考える。
　新ルートについては、津地域西部（片田地区）及び南部（高
茶屋及び雲出地区）から久居地域の商業施設及び医療機
関への移動需要や、久居地域から津地域南部の商業施設
への移動需要に対応したものである。
　見込みどおり津地域西部（片田地区）から久居地域の商業
施設、医療機関への利用が多く、ルート変更に一定の効果
があったものと思われる。一方で津地域南部（高茶屋及び雲
出地区）からの利用はほとんどなかった。
　新ルートにおいて、久居インターガーデンやイオンタウン津
城山等の買い物目的を中心に利用が伸びたことで、目標値
を達成した。

【旧ルートの利用者数実績】
●稲葉ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 545人（前年度比111％）
　【R1.10-R2.3】 489人
●稲葉ふれあい会館ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 263人（前年度比82％）
　【R1.10-R2.3】 320人
●榊原ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 436人（前年度比96％）
　【R1.10-R2.3】 455人
●桃園ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 236人（前年度比67％）
　【R1.10-R2.3】 375人
●野村ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 213人（前年度比101％）
　【R1.10-R2.3】 211人
●合計
　【R2.10-R3.3】1,693人（前年度比92％）
　【R1.10-R2.3】1,850人

【新ルートの利用者数実績】
●久居西循環ルート利用者数
　【R3.4-9】 451人
●久居北・片田・高茶屋ルート利用者数
　【R3.4-9】2,138人
●久居南・雲出ルート利用者数
　【R3.4-9】 675人
●合計
　【R3.4-9】3,264人

A

①補助対象事業者等
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運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

津市
河芸循環北ルート（R2.10-R3.3）
河芸総合支所～近鉄千里駅、伊勢鉄伊
勢上野駅～河芸総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
河芸循環南ルート（R2.10-R3.3）
河芸総合支所～近鉄千里駅、近鉄豊津
上野駅～河芸総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
河芸循環ルート（１）（R3.4-R3.9）
河芸総合支所～近鉄千里駅、近鉄豊津
上野駅～河芸総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市

河芸循環ルート（２）（R3.4-R3.9）
河芸総合支所～近鉄豊津上野駅、近鉄
千里駅、千里ヶ丘公民館～河芸総合支
所

A
事業計画どおり適切に
実施された。

津市

河芸南・一身田・白塚循環ルート（R3.4-
R3.9）
河芸総合支所～白塚駅西、近鉄豊津上
野駅、北部市民センター前～河芸総合
支所

A
事業計画どおり適切に
実施された。

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しや利
用者への更なるＰＲなどの必要な取り組
みを検討し、適宜改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。
　再編により新たに乗入れた一身田地
区及び白塚地区からコミュニティバスを
利用して行ける商業施設や医療機関ま
での案内を具体的なダイヤとともにチラ
シとして配布する。5,917B 5,630 6,907

●目標値の達成状況
　実績値では目標値を達成することができなかったが、コロ
ナ補正値では目標値を達成した。
●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より17％利
用者が増加した。当該地域はシルバーエミカの導入以後、
地域内の商業施設や病院等への利用が急増しており、コロ
ナの影響を当該増加傾向が上回ったものと思われる。
 新ルートのうち、河芸南・一身田・白塚循環ルートについて
は、河芸地域から津地域北部への移動需要に対応するた
め、一身田地区及び白塚地区へ延伸したものの、旧河芸南
循環ルートと比較すると利用者数は約63%の減となってい
る。新たに延伸した津地域北部での利用者が少なく、当該地
区におけるコミュニティバスの認知度を向上させる必要があ
る。
　また、河芸循環ルートについては、地域間幹線系統「津太
陽の街線」との路線の重複を避け、当該幹線系統の利用を
促進するため、千里ヶ丘団地への運行を週１回とした。この
ため、当該地域において最もコミュニティバスの利用が活発
であった同団地からの利用が減少し、新ルートの利用者数
は減少している。
　以前からコミュニティバスの定常的な利用者が多い地域で
あり、旧ルートでの利用増によりコロナ補正値にて、目標値
を達成した。

【旧ルートの利用者数実績】
●河芸循環北ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】1,856人（前年度比130％）
　【R1.10-R2.3】1,424人
●河芸循環南ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】1,503人（前年度比103％）
　【R1.10-R2.3】1,458人
●合計
　【R2.10-R3.3】3,359人（前年度比117％）
　【R1.10-R2.3】2,882人

【新ルートの利用者数実績】
●河芸循環ルート利用者数
　【R3.4-9】 1,721人
●河芸南・一身田・白塚循環ルート
　【R3.4-9】 550人
●合計
　【R3.4-9】2,271人

河芸地域
（北部地域）
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運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

津市
芸濃循環明ルート（R2.10-R3.3）
芸濃総合支所～中町～芸濃総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
芸濃循環安西ルート（R2.10-R3.3）
芸濃総合支所～中町～芸濃総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
芸濃循環雲林院ルート（R2.10-R3.3）
芸濃総合支所～市場、中町～芸濃総合
支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
芸濃循環河内ルート（R2.10-R3.3）
芸濃総合支所～市場、中町～芸濃総合
支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
芸濃北ルート（R3.4-R3.9）
長徳寺～中町～芸濃総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
芸濃南ルート（R3.4-R3.9）
長徳寺～市場、中町～芸濃総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
芸濃南ルート（R3.4-R3.9）
北畑～市場、中町～芸濃総合支所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

●目標値の達成状況
　実績値では目標値を達成することができなかったが、コロ
ナ補正値では目標値を達成した。

●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より23％利
用者が減少した。
　新ルートについては、運行の効率化を図るため、各集落か
らの移動需要が大きい地域中心部への運行を4ルートから2
ルートに統合しているが、旧ルートと新ルートの半年間の総
利用者数を比較すると利用者の減少は10％と、一定の利用
を維持しつつ、運行を効率化できており、ルートの変更に一
定の効果があったものと思われる。
　コロナ補正値にて目標値を達成したが、今後は減少した利
用者数の回復に努めたい。

【旧ルートの利用者数実績】
●芸濃循環明ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 724人（前年度比87％）
　【R1.10-R2.3】 835人
●芸濃循環安西ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 526人（前年度比63％）
　【R1.10-R2.3】 836人
●芸濃循環雲林院ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 733人（前年度比82％）
　【R1.10-R2.3】 894人
●芸濃循環河内ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】1,023人（前年度比75％）
　【R1.10-R2.3】1,363人
●合計
　【R2.10-R3.3】3,006人（前年度比77％）
　【R1.10-R2.3】3,928人

【新ルートの利用者数実績】
●芸濃北ルート利用者数
　【R3.4-9】1,345人
●芸濃南ルート利用者数
　【R3.4-9】1,366人
●合計
　【R3.4-9】2,711人

7,0145,7176,384

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しや利
用者への更なるＰＲなどの必要な取り組
みを検討し、適宜改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。

B
芸濃地域
（北西部地域）
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運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

三重交通(株)
長野・高宮ルート(R2.10～R3.3)
平木～美里総合支所～湯の瀬 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
長野・高宮ルート(R2.10～R3.3)
平木～美里総合支所、美里総合支所前
～湯の瀬 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
辰水ルート(R2.10～R3.3)
美里総合支所～辰水農協前、稲葉口、
美里総合支所～湯の瀬 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)

辰水ルートR2.10～R3.3)
美里総合支所～辰水農協前、稲葉口、
美里総合支所、美里総合支所前～湯の
瀬

A
事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
穴倉・辰水・忠盛塚ルート(R3.4～R3.9)
美里総合支所～忠盛塚～湯の瀬 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
穴倉・辰水・忠盛塚ルート(R3.4～R3.9)
美里総合支所～忠盛塚～美里総合支
所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
長野・榊原ルート(R3.4～R3.9)
平木～美里総合支所、稲葉口～湯の瀬 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
長野・榊原ルート(R3.4～R3.9)
湯の瀬～榊原口、稲葉口～平木 A

事業計画どおり適切に
実施された。

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しを検
討するとともに、ルート特性を勘案した
利用者への更なるＰＲなど必要な取り組
みを実施することで利用者数が増加す
るよう改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。
　さらに、当該地域については利用実績
が令和元年度利用実績に基づく目標値
を大きく下回ったことから、減少の原因
が新型コロナウイルス感染症の影響に
よるものか、再編に伴う運行日数の減
少等の他の要因によるものかの分析を
続け、原因に通じた対策を行っていく。

●目標値の達成状況
　目標値を実績値でもコロナ補正値でも達成することができ
なかった。
●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より47％利
用者が減少した。当該地域のコミュニティバスは温泉施設へ
路線を乗入れており、当該施設への移動需要が最も大きく、
コロナウイルス感染症の影響を特に強く受けたと思われる。
　新ルートについては、地域内にスーパーマーケットがない
当該地域の状況に鑑み、津地域及び久居地域への買い物
のため、一般路線との接続強化を図ったが、津地域方面へ
の一般路線バスとの乗り継ぎ停留所として設定した穴倉・辰
水・忠盛塚ルートの「忠盛塚」停留所での利用はほとんどな
く、当初に想定していたコミュニティバスの役割を果たせてい
ない状況にある。利用者についても、旧ルートと新ルートの
半年間の総利用者数を比較すると利用者は42％と大幅に減
少しており、当該地域の公共交通については再度見直しを
要する。

【旧ルートの利用者数実績】
●長野・高宮ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】1,109人（前年度比57％）
　【R1.10-R2.3】1,964人
●辰水ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 832人（前年度比49％）
　【R1.10-R2.3】1,688人
●合計
　【R2.10-R3.3】1,941人（前年度比53％）
　【R1.10-R2.3】3,652人

【新ルートの利用者数実績】
●長野・榊原ルート利用者数
　【R3.4-9】741人
●穴倉・辰水・忠盛塚ルート利用者数
　【R3.4-9】391人
●合計
　【R3.4-9】1,132人

美里地域
(南西部地域)

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

C 5,484 3,073 3,770
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運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

津市
明合ルート（R2.10-R3.3）
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前～サ
ンヒルズ安濃 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市

安濃ルート（R2.10-R3.3）
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前～サ
ンヒルズ安濃
第17号系統

A
事業計画どおり適切に
実施された。

津市
草生ルート（R2.10-R3.3）
サンヒルズ安濃～曽根橋バス停前～サ
ンヒルズ安濃 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
清水ヶ丘・戸島・椋本ルート（R3.4-R3.9）
芸濃総合支所～曽根橋～安濃総合支
所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

津市
妙法寺・野口・椋本ルート（R3.4-R3.9）
芸濃総合支所～曽根橋～安濃総合支
所 A

事業計画どおり適切に
実施された。

B 3,888 3,312 4,063

●目標値の達成状況
　実績値では目標値を達成することができなかったが、コロ
ナ補正値では目標値を達成した。

●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より16％利
用者が減少した。
　新ルートについては、利用実態のない安濃地域東部の一
部区間を廃止するとともに、同地域から芸濃地域の商業施
設への移動需要に応えるため、当該商業施設へ乗り入れ
た。
　当該商業施設への需要が大きく、旧ルートと新ルートの半
年間の総利用者数を比較すると利用者は42％増加してい
る。しかしながら、新たな２ルートのうち、妙法寺・野口・椋本
ルートの利用者は少なく、沿線集落へのＰＲを再度行う必要
がある。

【旧ルートの利用者数実績】
●明合ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 388人（前年度比85％）
　【R1.10-R2.3】 459人
●草生ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】 699人（前年度比90％）
　【R1.10-R2.3】 778人
○安濃ルート利用者数（補助対象外のルート）
【R2.10-R3.3】 279人（前年度比70％）
　【R1.10-R2.3】 398人
●合計
　【R2.10-R3.3】1,366人（前年度比84％）
　【R1.10-R2.3】1,635人

【新ルートの利用者数実績】
●清水ヶ丘・戸島・椋本ルート利用者数
　【R3.4-9】1,360人
●妙法寺・野口・椋本ルート利用者数
　【R3.4-9】 586人
●合計
　【R3.4-9】1,946人

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しや利
用者への更なるＰＲなどの必要な取り組
みを検討し、適宜改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

安濃地域
（北西部地域）

5



運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

(株)一志運輸
川合ルート（Ｒ2.10～Ｒ3.3）
姫路集会所～川合高岡駅、一志総合支
所～とことめの里一志 A

事業計画どおり適切に
実施された。

(株)一志運輸
高岡ルート（Ｒ2.10～Ｒ3.3）
とことめの里一志～川合高岡駅、一志
総合支所～とことめの里一志 A

事業計画どおり適切に
実施された。

嬉野タクシー㈲
一志東・伊勢中川駅ルート(R3.4～R3.9)
伊勢中川駅東口～川合高岡駅～とこと
めの里一志 A

事業計画どおり適切に
実施された。

嬉野タクシー㈲
一志東・伊勢中川駅ルート(R3.4～R3.9)
片野集会所～川合高岡駅～とことめの
里一志 A

事業計画どおり適切に
実施された。

嬉野タクシー㈲
一志西循環ルート(R3.4～R3.9)
とことめの里一志～川合高岡駅～とこと
めの里一志 A

事業計画どおり適切に
実施された。

一志地域
（南西部地域）

Ｃ 7,849 5,509 6,759

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しを検
討するとともに、ルート特性を勘案した
利用者への更なるＰＲなど必要な取り組
みを実施することで利用者数が増加す
るよう改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。
　さらに、当該地域については利用実績
が令和元年度利用実績に基づく目標値
を大きく下回ったことから、減少の原因
が新型コロナウイルス感染症の影響に
よるものか、再編に伴う運行日数の減
少等の他の要因によるものかの分析を
続け、原因に通じた対策を行っていく。

●目標値の達成状況
　目標値を実績値でもコロナ補正値でも達成することができ
なかった。

●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より20％利
用者が減少した。
　新ルートについては、一志東・伊勢中川駅ルートにおいて
は、一志地域東部と松阪市嬉野地域の伊勢中川駅周辺を
一体とした移動手段を確保するなど利便性の向上を図り、松
阪市内の商業施設への利用も確認しているが、当該商業施
設と地域内の商業施設を選択できるようになったものの、利
用者増にはつながっていない。
　また、一志西循環ルートについては、旧自主運行バスの多
気線の廃止区間の一部を代替する形で運行地区を拡大した
ルートであり、拡大した地区での利用は一定数あるため概ね
代替はできている。しかし、一運行あたりの運行時間が長く
なり、従来のルートからの利便性の低下が指摘されており、
利用者数についても減少している。
　旧ルートと新ルートの半年間の総利用者数を比較すると利
用者は17％減少しており、松阪市への乗り入れ等により、新
たな利用者を見込んで設定した目標値を大きく下回った。

【旧ルートの利用者数実績】
●川合ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】1,622人（前年度比89％）
　【R1.10-R2.3】1,826人
●高岡ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】1,393人（前年度比72％）
　【R1.10-R2.3】1,922人
●合計
　【R2.10-R3.3】3,015人（前年度比80％）
　【R1.10-R2.3】3,748人

【新ルートの利用者数実績】
●一志東・伊勢中川駅ルート利用者数
　【R3.4-9】1,496人
●一志西循環ルート利用者数
　【R3.4-9】998人
●合計
　【R3.4-9】2,494人
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運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

三重交通（株）
八対野・大三ルート（R3.4～R3.9)
榊原車庫前～榊原温泉口駅～一志病
院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通（株）
八対野・大三ルート（R3.4～R3.9)
榊原車庫前～榊原温泉口駅、グリーン
タウン～一志病院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

白山地域
（南西部地域）

22,556

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

29,119C

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しを検
討するとともに、ルート特性を勘案した
利用者への更なるＰＲなど必要な取り組
みを実施することで利用者数が増加す
るよう改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。
　さらに、当該地域については利用実績
が令和元年度利用実績に基づく目標値
を大きく下回ったことから、減少の原因
が新型コロナウイルス感染症の影響に
よるものか、再編に伴う運行日数の減
少等の他の要因によるものかの分析を
続け、原因に通じた対策を行っていく。

27,676

●目標値の達成状況
　目標値を実績値でもコロナ補正値でも達成することができ
なかった。

●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より40％利
用者が減少した。当該地域のコミュニティバスは白山高校へ
の通学手段としての役割を担っており、当該需要が最も大き
い。コロナウイルス感染症の影響による登校日数の減少に
伴い利用者数が大きく減少した。
　新ルートについては、白山高校をはじめとした学生の通学
手段を確保しつつ、運行日数を20％削減しており、旧ルート
と新ルートの半年間の総利用者数を比較すると利用者は
24％減少している。
　目標値については、運行日数の減少率に応じ減少が見込
まれたものの、一般路線バスのサービスを享受できない白
山地域において、津市コミュニティバスが担う役割が大きい
と考え、運行日数が減少した中でも、運行日への利用の集
約等により一定数利用者が維持されるものとし設定したが、
利用の集約が想定よりも進まず、目標値を大きく下回った。
　また、福田山・川口・三ケ野ルートにおいては、運行効率化
を図るため、曜日で運行する地区を分けており、利用方法が
大きく変更となったことも、利用者数減少の一因と考えられ
る。

【旧ルートの利用者数実績】
○家城ルート利用者数（補助対象外のルート）
　【R2.10-R3.3】 5,043人（前年度比64％）
　【R1.10-R2.3】 7,925人
○城立・福田山ルート利用者数（補助対象外のルート）
　【R2.10-R3.3】 6,059人（前年度比59％）
　【R1.10-R2.3】10,247人
○循環三ヶ野ルート利用者数（補助対象外のルート）
　【R2.10-R3.3】 1,715人（前年度比57％）
　【R1.10-R2.3】 3,034人
●合計
　【R2.10-R3.3】 12,817人（前年度比60％）
　【R1.10-R2.3】 21,206人

【新ルートの利用者数実績】
●八対野・大三ルート利用者数（一部系統が補助対象）
　【R3.4-9】6,962人
○福田山・川口・三ヶ野ルート（三ヶ野経由）利用者数（補助
対象外のルート）
　【R3.4-9】1,548人
○福田山・川口・三ヶ野ルート（温泉口駅経由）利用者数（補
助対象外のルート）
　【R3.4-9】1,229人
●合計
　【R3.4-9】9,739人
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運行地域 運行事業者 目標値（人） 実績値（人）
コロナ

補正値（人）
考察

②事業概要
【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間】

③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

【評価対象期間において、前回の事
業評価結果をどのように生活交通確
保維持改善計画に反映させた上で
事業を実施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

⑤目標・効果達成状況
【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】A
・
B
・
C
評
価

④事業実施の適切性
【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に

は、理由等記載】

　＜評価基準＞
　　A：利用者数実績値で達成　　B：コロナ補正値(利用者数実績値/0.815※)で達成
　　C：コロナ補正値で未達成
　　※＝令和2年度コミュニティバス利用者数/令和元年度コミュニティバス利用者数

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【今後の改善点及び適切な目標を記載。改善策は、事業者の
取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載するこ

と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

①補助対象事業者等

三重交通(株)
川上ルート（R2.10-R3.3）
川上～美杉総合支所前、竹原～一志病
院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
川上ルート（R2.10-R3.3）
川上～エーコープＪＡみすぎ店前、美杉
総合支所前、竹原～一志病院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)

川上ルート（R2.10-R3.3）
川上～エーコープＪＡみすぎ店前、美杉
総合支所前、一志病院～マックスバリュ
（川口店）

A
事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
川上ルート（R2.10-R3.3）
川上～美杉総合支所前、竹原～マック
スバリュ（川口店） A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
丹生俣ルート（R2.10-R3.3）
丹生俣～竹原～一志病院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
丹生俣ルート（R2.10-R3.3）
丹生俣～竹原、一志病院～マックスバ
リュ（川口店） A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉東ルート（R3.4-R3.9）
丹生俣～伊勢竹原駅前～一志病院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉東ルート（R3.4-R3.9）
伊勢奥津駅前～伊勢竹原駅前、家城駅
前、一志病院～マックスバリュ（川口店） A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉東ルート（R3.4-R3.9）
一志病院～伊勢竹原駅前、家城駅前～
伊勢奥津駅前 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉東ルート（R3.4-R3.9）
マックスバリュ（川口店）～伊勢竹原駅
前、一志病院、家城駅前～丹生俣 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉西ルート（R3.4-R3.9）
川上～敷津、竹原～一志病院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉西ルート（R3.4-R3.9）
川上～比津、竹原、一志病院～マックス
バリュ（川口店） A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉西ルート（R3.4-R3.9）
川上～比津、竹原～一志病院 A

事業計画どおり適切に
実施された。

三重交通(株)
美杉西ルート（R3.4-R3.9）
マックスバリュ（川口店）～敷津、竹原、
一志病院～川上 A

事業計画どおり適切に
実施された。

事業評価結果
　・今後も地域公共交通網形
成計画に位置づけられた事
業を着実に実施するととも
に、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれるこ
とを引き続き期待します。
　・コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもらえ
るよう、公共交通における新
型コロナウイルス対策をPR
することにより、利用促進に
つなげられることを期待しま
す。

事業評価結果の反映状況
　・第２次津市地域公共交通
網形成計画に掲げる事業に
ついては、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、一部
実施や内容を変更して実施
した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
　中でも、計画に定める一事
業として実施した自主運行バ
スの見直し及び津市コミュニ
ティバスの再編については、
利用者に与える影響が大き
いため、地域の意見や利用
状況等の運行実績に注視し
ながら現在事業効果の検証
を進めている。
 ・新型コロナウイルス感染症
対策としては、バス乗務員の
検温、マスク着用、手洗いう
がいの徹底及び車内換気の
実施、車内へのアルコール
消毒の設置等を行った。ＰＲ
については、こうした対策の
実施と感染を防ぐために車
内で利用者に守っていただく
ルールをホームページ上に
掲載した。

　津市コミュニティバスの運行事業につ
いては、令和３年度の利用状況を分析
し、第２次津市地域公共交通網形成計
画に基づき、１便当たりの利用者数につ
いて定量的な目標値を設定の上、各
ルートの評価を行う。
　その後、ルート毎に事業の見直しを検
討するとともに、ルート特性を勘案した
利用者への更なるＰＲなど必要な取り組
みを実施することで利用者数が増加す
るよう改善を図っていく。
　また、津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動手
段を確保する重要な役割を担うことか
ら、コロナ禍においても安心してご利用
いただけるよう、引き続き運転士のマス
クの着用や車内換気の徹底など感染防
止対策を実施するととともに、安全対策
の取組状況のＰＲに努める。
　さらに、当該地域については利用実績
が令和元年度利用実績に基づく目標値
を大きく下回ったことから、減少の原因
が新型コロナウイルス感染症の影響に
よるものか、再編に伴う運行日数の減
少等の他の要因によるものかの分析を
続け、原因に通じた対策を行っていく。

C 17,378 12,941 15,878

●目標値の達成状況
　目標値を実績値でもコロナ補正値でも達成することができ
なかった。
●考察
　旧ルートについては、地域全体で前年同時期より15％利
用者が減少した。
　新ルートについては、旧ルートの丹生俣及び川上ルートを
踏襲する形で、美杉東及び西ルートを運行しているが、運行
日数については、旧ルートが毎日運行していたのに対し、新
ルートでは週３日の運行としており、美杉地域全体で運行日
数を25％削減した。一方で旧ルートと新ルートの半年間の総
利用者数を比較すると利用者数は17％減少している。
　目標値については、運行日数の減少率に応じ減少が見込
まれたものの、一般路線バスのサービスを享受できない美
杉地域において、津市コミュニティバスが担う役割が大きい
と考え、運行日数が減少した中でも、運行日への利用の集
約等により一定数利用者が維持されるものとし設定したが、
利用の集約が想定よりも進まず、目標値を大きく下回った。

【旧ルートの利用者数実績】
●丹生俣ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】2,495人（前年度比79％）
　【R1.10-R2.3】3,164人
●川上ルート利用者数
　【R2.10-R3.3】3,769人（前年度比88％）
　【R1.10-R2.3】4,262人
○逢坂・飼坂ルート利用者数（補助対象外のルート）
　【R2.10-R3.3】  818人（前年度比93％）
　【R1.10-R2.3】  875人
●合計
　【R2.10-R3.3】7,028人（前年度比85％）
　【R1.10-R2.3】8,301人

【新ルートの利用者数実績】
●美杉東ルート利用者数
　【R3.4-9】2,313人
●美杉西ルート利用者数
　【R3.4-9】2,835人
○美杉南ルート（補助対象外のルート）
　【R3.4-9】   94人
○美杉循環ルート（補助対象外のルート）
　【R3.4-9】  617人
●合計
　【R3.4-9】  5,859人

美杉地域
（南西部地域）
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津市地域公共交通活性化協議会

1

平成２０年８月２０日設置

令和２年３月３１日 第２次津市地域公共交通網形成計画策定
（計画期間 令和２年４月 令和７年３月）

令和２年５月２８日 令和３年度フィーダー系統 確保維持計画策定等

令和３年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価

中部様式



１.直近の二次評価の活用・対応状況 2

直近の二次評価結果 事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容） 今後の対応方針

今後も地域公共交通網形成計画
に位置付けられた事業を着実に実
施するとともに、地域と共同した
公共交通の維持確保に取り組まれ
ることを引き続き期待する。

第２次津市地域公共交通網形成
計画に掲げる事業については、新
型コロナウイルス感染症の影響に
より、一部実施や内容を変更して
実施した事業があるものの、概ね
計画どおりに実施できた。
中でも、計画に定める一事業と
して実施した自主運行バスの見直
し及び津市コミュニティバスの再
編については、利用者に与える影
響が大きいため、地域の意見や利
用状況等の運行実績に注視しなが
ら現在事業効果の検証を進めてい
る。

津市コミュニティバスの運行事
業については、令和３年度の利用
状況を分析し、第２次津市地域公
共交通網形成計画に基づき、一便
あたりの利用者数について定量的
な目標値を設定の上、当該基準に
照らし、各ルートの評価を行う。
その後、ルート毎に路線の見直
しや利用者への更なるＰＲなどの
必要な取り組みを検討し、随時改
善を図っていく。

コロナ禍においても安心して公
共交通を利用してもらえるよう、
公共交通における新型コロナウイ
ルス対策をPRすることにより、利
用促進につなげられることを期待
する。

新型コロナウイルス感染症対策
としては、バス乗務員の検温、マ
スク着用、手洗いうがいの徹底及
び車内換気の実施、車内へのアル
コール消毒の設置等を行った。Ｐ
Ｒについては、こうした対策の実
施と感染を防ぐために車内で利用
者に守っていただくルールを車内
及びホームページ上に掲載した。

津市コミュニティバスは、通院、
買い物等の市民の日常生活の移動
手段を確保する重要な役割を担う
ことから、コロナ禍においても安
心してご利用いただけるよう、引
き続き運転士のマスクの着用や車
内換気の徹底など感染防止対策を
実施するととともに、安全対策の
取組状況のＰＲに努める。



２.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 3

第２次津市地域公共交通網形成計画

基本理念

津市が持続的に発展し、安心して暮らせる
まちであり続けるために、社会情勢の変化に
柔軟かつ的確に対応し、市民の日常生活に必
要な移動手段を確保するとともに、機能的か
つ効率的な公共交通網を整備していく。

基本方針

① 地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを
実現する公共交通機関の構築

② 地域ニーズと持続性を両立させた公共交
通サービスの提供

③ 利用促進につながる移動環境の提供

④ 市民による自発的な行動の促進
計画期間 ５年間（令和２年４月 令和７年３月）

津市の概要

面積 ７１１．１８ （県内最大）

隣接自治体 鈴鹿市、亀山市、名張市、伊賀市、松阪市、奈良県（御杖村、曽爾村）

津市コミュ
ニティバス
の運行状況

平成１８年１月 １０市町村が合併して誕生
平成２２年４月 旧市町村で実施していたバス事業を「津市コミュニティバス」

として再編  平成２５年４月 本格運行開始
令和３年４月 自主運行バスの見直し及び津市コミュニティバスの再編



4３.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

①自主運行バスの見直し、津市コミュニティバスの再編（令和３年４月運行開始）

全体の
特徴

利用実態に合わせたルート見直し  ２５ルート １９ルート
運行サービス水準の統一  1ルートにつき週３日４往復
運行経費の削減  ２１７,９１３千円 １７８,２２８千円（▲３９,６８５千円）
運賃の統一  一律２００円（小学生１００円）

再編後の
各地域の
主な特徴
（抜粋）

北部
・主要な結節点（近鉄電車）との乗継ぎを考慮し、ダイヤを設定
・自主運行バス（三行線）の一部区間をコミュニティバスが代替運行
・河芸地域南部と津地域北部（一身田・白塚地区）を一体とした移動手段を確保

南部
・主要な結節点（近鉄電車・三重交通バス）との乗継ぎを考慮し、ダイヤを設定
・津地域の西部、南部、久居地域を一体とした移動手段を確保
・大型商業施設「イオンモール津南」へルートを延伸

北
西
部

芸濃 ・自主運行バス（安濃線・立合系統）を廃止し、コミュニティバスが代替運行
・旧市町村の地域という概念を取り払い、安濃地域と芸濃地域を一体とした
移動手段を確保安濃

南
西
部

美里 ・主要な結節点（三重交通バス）との乗継ぎを考慮し、ダイヤを設定
・旧市町村の地域という概念を取り払い、津地域（忠盛塚）までルートを延伸

一志
・一志地域東部と松阪市嬉野地域の伊勢中川駅周辺を一体とした移動手段を確保
・自主運行バス（多気線）の一部区間をコミュニティバスが代替運行
・主要な結節点（近鉄電車・三重交通バス）との乗継ぎを考慮し、ダイヤを設定

白山 ・主要な結節点（近鉄電車・ＪＲ）との乗継ぎを考慮し、ダイヤを設定
・白山高校への通学対応

美杉 ・自主運行バス（名張奥津線）の一部区間をコミュニティバスが代替運行
・主要な結節点（三重交通バス・ＪＲ）との乗継ぎを考慮し、ダイヤを設定



5３.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

③新型コロナ対策及びPRの実施

 コロナ感染症対策の徹底

車内換気
の実施

バス車内での周知

津市ＨＰでの周知

②コミュニティバス
利用促進チラシの配布

【行き】

穴倉 日南田
長谷山
ハイツ

忠盛塚 忠盛塚 土手 津新町駅 津駅

8:16 8:30 8:39 8:46 8:57 9:10 9:14 9:29

11:16 11:30 11:39 11:46 11:57 12:10 12:14 12:29

15:01 15:15 15:24 15:31 15:33 15:41 15:45 16:00

※ の部分は土曜日は運行がありません。

【帰り】

穴倉 日南田
長谷山
ハイツ

忠盛塚 忠盛塚 土手 津新町駅 津駅

10:32 10:17 10:10 10:04
9:55
（9:54）

9:49
（9:48）

9:45
（9:44）

9:29
（929）

14:32 14:17 14:10 14:04
13:55
（13:54）

13:49
（13:48）

13:45
（13:44）

13:29
（13:29）

17:32 17:17 17:10 17:04
16:55
（16:54）

16:49
（16:48）

16:45
（16:44）

16:29
（16:29）

※ （　）は土曜日の時刻です

津市コミュニティバス（穴倉・辰水・忠盛塚ルート） 三重交通バス(長野線)

乗
換

主な停留所 主な停留所

乗換案内
（ダイヤ変更にご注意ください）

辰水地区から津新町駅方面へ（月・水・土曜日）

主な停留所 乗
換

主な停留所

津市コミュニティバス（穴倉・辰水・忠盛塚ルート） 三重交通バス（長野線／片田団地線)

民間路線バスへの乗換による
鉄道駅等へのアクセスを案内



6４.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）
地域公共交通確保維持改善計画における地域毎の目標値、実績値
地域・ルート等 目標値 実績値 コロナ

補正値
評
価

久居地域（南部地域） 4,630人 4,957人 6,082人 Ａ

★久居北・片田・高茶屋 － 2,138人 －
★久居南・雲出 － 675人 －
★久居西循環 － 451人 －
（旧）久居（５ルート） 1,693人
河芸地域（北部地域） 5,917人 5,630人 6,907人 Ｂ
★河芸循環 － 1,721人 －
★河芸南・一身田・白塚循環 － 550人 －
（旧）河芸（２ルート） － 3,359人 －
芸濃地域（北西部地域） 6,384人 5,717人 7,014人 Ｂ
★芸濃北 － 1,345人 －
★芸濃南 － 1,366人 －
（旧）芸濃（４ルート） － 3,006人 －

美里地域（南西部地域） 5,484人 3,073人 3,770人 Ｃ

★穴倉・辰水・忠盛塚 － 391人 －
★長野・榊原 － 741人 －
（旧）美里（２ルート） － 1,941人 －

地域・ルート等 目標値 実績値 コロナ
補正値

評
価

安濃地域（北西部地域） 3,888人 3,312人 4,063人 Ｂ

★清水ヶ丘団地・戸島・椋本 － 1,360人 －
★妙法寺・野口・椋本 － 586人 －
（旧）安濃（３ルート） － 1,366人 －
一志地域（南西部地域） 7,849人 5,509人 6,759人 Ｃ
★一志東・伊勢中川駅 － 1,496人 －
★一志西循環 － 998人 －
（旧）一志（２ルート） － 3,015人 －

白山地域（南西部地域） 29,119人 22,556人 27,676人 Ｃ

★八対野・大三 － 6,962人 －
福田山・川口・三ケ野 － 2,777人 －

（旧）白山（３ルート） － 12,817人 －

美杉地域（南西部地域） 17,378人 12,941人 15,878人 Ｃ
★美杉東 － 2,313人 －
★美杉西 － 2,835人 －
美杉南 － 94人 －
美杉循環 － 617人 －
（旧）美杉（３ルート） － 7,082人 －

評価
基準

Ａ Ｂ※ Ｃ
実績値で
達成

コロナ補正
値で達成

コロナ補正
値で未達成

※コロナ補正値＝実績値 / 0.815(=コミュニティバス年間利用者実績R2/R1)

★国庫補助に関するもの ■評価の実施日 令和４年１月７日（金）





8４.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

津市コミュニティバス
接続する幹線バス
【Ｒ３実績輸送量】
（前年度実績）

★久居西循環
榊原線（Ａ）
【46.9人】（51.0人）

榊原線（Ｃ）
【18.5人】（19.7人）

★一志西循環

★長野・榊原

★八対野・大三

★久居南・雲出 香良洲線
【55.6人】（67.9人）

★久居南・雲出 津三雲線
【36.7人】（33.6人）

★久居南・雲出 久居高茶屋線
【36.8人】（35.7人）★久居北・片田・高茶屋

★河芸循環 津太陽の街線
【10.6人】（10.6人）

★河芸南・一身田・白塚循環

椋本線
【86.3人】（91.2人）

★久居南・雲出

★芸濃北

★芸濃南

津市コミュニティバス
接続する幹線バス
【Ｒ３実績輸送量】
（前年度実績）

★芸濃南
安濃線
【27.2人】（25.2人）★清水ヶ丘団地・戸島・椋本

★妙法寺・野口・椋本

★久居北・片田・高茶屋
長野線
【38.0人】（36.8人）★長野・榊原

★穴倉・辰水・忠盛塚

★久居北・片田・高茶屋
波瀬線
【16.3人】（20.1人）★一志東・伊勢中川駅

★一志西循環

★美杉西
名張奥津線
【13.4人】（15.1人）美杉南

美杉循環

■津市コミュニティバスが接続する幹線バスの利用実績

★国庫補助に関するもの
■評価の実施日 令和４年１月７日（金）



9５.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act）
今後の取り組み

体験乗車

勉強会

④バスののり方教室の開催

・基本的な感染症対策の徹底
手洗い、うがい、
マスクの着用、車内換気、
車内へのアルコール消毒液の設置

・感染症対策を実施している旨のＰＲ
津市ＨＰでの紹介
広報津でのコロナ禍における公共交通
の利用促進

②新型コロナ対策及びPRの継続

・対象地区
高茶屋、雲出、一身田及び白塚地区

・ＰＲ方法
該当地区からコミュニティバスを利用して行
ける商業施設や医療機関までの案内を具体的
なダイヤとともにチラシとして配布
・その他
利用増加につながるようなルートの改善点等
（停留所の移設など）についても検討、実施

①再編により新たに乗り入れた
地区に対する運行の再ＰＲ

③大型商業施設と連携した
利用促進キャンペーン実施を検討

・対象路線
津市コミュニティバス
 久居南・雲出ルート
三重交通路線バス
 椋本線  津三雲線
 香良洲線  久居高茶屋線

・キャンペーン案
バス利用者に対して、商業施設で利用
できる割引券等を配布

・津市コミュニティバスは、第２次津市地域公共交通網形成計画に基づき、新たな路線の１便当たり利用者
数について目標値を設定予定。今後はこれに基づきルートを評価し、事業の見直しを検討するとともに、利
用者への更なるＰＲなど必要な取り組みを実施し、改善を図る。

⑤津市コミュニティバスの評価に基づく対応

※利用実績が目標値を大きく下回った地域については、「取り組み⑤」の更なるＰＲ等を確実に実施するとと
もに、減少の理由がコロナの影響によるものか、再編に伴う運行日数の減少によるものか継続して分析する。


